




本学名誉教授懇談会開かれる

６月４日（火）午後５時３０分から山上会館において第



� 一般ニュース �

事務職員海外研修報告

本学では、全学協力基金により国際交流に熱意のある
事務職員を長期間海外に派遣する研修制度をもっている
が、平成１３年にこのプログラムで派遣した４名から研修
についての報告書が提出されたので供覧するとともに、
今後、当制度での海外研修を目指す職員の参考としたい。

長期海外研修を終えそ𩗏



アートのクラスに参加しました。先生も生徒も全員ネイ
ティブスピーカーという過酷な状況の中でも、自分の好
きな分野に関しては互いに通じ合えるものがあり、とて
も自然な形で英会話の勉強ができたと思います。
語学力は、階段式に向上していくものだと言われます。

勉強しても一向に伸びない水平の状態が続いたあと、突
然相手の話が聞き取れ、それにテンポよく返答している
自分がいる、つまり垂直にぐんと伸びる時期がくる、そ
のあと伸び悩みの時期が続き、再びぐんと成長する、そ
の繰り返しだと思います。そしてこの階段は、ネイティ
ブスピーカーでない私達にとっては、果てしなく続くも
のだと思います。

実務研修

２００１年１０月１日からの約半年間、UCLAのEAP（Edu-
cation Abroad Program）オフィスで実務研修を行いま
した。EAPは、カリフォルニア大学全キャンパス（Ber-
keley, Davis, Irvine, Los Angeles, Riverside, Santa Bar-

bara, Santa Cruz, San Diego, San Franciscoの計９校）
を通じて運営されているUCの学生のための交換留学プ
ログラムで、世界３４カ国におよそ１００の協定校を有し、
UCLAだけでも年間３００人、UC全体では２０００人近くの学
生が、毎年このプログラムを通じて海外留学を果たして
います。
EAPは、各キャンパスに設置されているオフィスと、

本部にあたるUniversitywide Office of EAP （UOEAP）
のほかに、協定校のある国にStudy Center等を設けて
います。各キャンパスのEAPオフィスでは、募集、選
抜、オリエンテーション、学務的な指導のほかに、帰国
した学生へのサポート（卒業や就職に関する指導を含む）
を行っています。一方、UOEAPでは、渡航先でのハウ
ジング、ビザ、健康管理、単位互換の事務手続き（留学
先で取得した単位は、一定の条件でカリフォルニア大学
の単位として認められ、卒業に必要な単位として加算さ
れる）、財政的援助などの事務を総轄しています。そし
て、各国のStudy Centerでは、当地を訪れた学生を全
面的にサポートする役割を担っています。
UCLAのEAPオフィスは、１人のディレクターと４人

のカウンセラー、事務助手及びEAPを通じて海外留学
を経験した学生インターン数名によって構成されていま
す。私がEAPのオフィスで携わった業務は、閲覧資料
の整理、申請書類の受付と集計、説明会のための資料作
成、オフィスに来た学生への対応等でした。また、アジ
ア諸国を担当するカウンセラーの計らいで、日本の大学
へ留学を希望する学生の面接会場に同席させていただき、
学生にいくつか質問する機会を得ることができました。
実務研修が始まる４ヶ月前、年に一度行われるEAP

の全体会議（UOEAP Annual Conference２００１）に参加
する機会がありました。UOEAPと各キャンパスのEAP
スタッフがサンタバーバラにあるホテルに参集し、４日
間泊り込みで行われました。当時、EAPについてなん
の知識も無く、自分の英語にも全く自信がなかった私は、

小心翼々とした態度でその数日間を過ごしました。実務
研修開始後も、オフィスにいる間は常に緊張の連続で、
スタッフとのやり取りはもちろんのこと、学生との対話
や電話の応対には、いつも冷汗三斗の思いをしました。
この実務研修を通して最も印象に残ったことは、スタッ
フの学生に対するフレンドリーな対応でした。スタッフ
と学生との間に隔たりは無く、オフィスは常に開放的で
暖かい雰囲気に満ちていました。その場限りの事務的な
対応はせず、質問に訪れた学生一人一人に対し十分な時
間をかけ、親身になって相談にのるスタッフの姿が今で
も目に焼きついています。同じ大学事務に携わる者とし
て、見習うべき姿であったと思います。

おわりに

９月１１日の朝、いつものようにラジオを聞きながら身
支度をしていると、突然、ブッシュ大統領の演説が始ま
りました。なにやら、テロについて喋っているようでし
たが、詳しい内容は理解できませんでした。その直後、
語学学校の友人から電話があり、ニューヨークのワール
ド・トレード・センターとワシントンの国防総省（ペン
タゴン）に飛行機が撃墜したらしいと聞かされ、すぐさ
まテレビをつけました。その映像はまるで映画のワン
シーンのようであり、とても現実のものとは思えません
でした。ちょうどその日は、折悪くホストファザーが出
張先のニューヨークからロサンゼルスに戻ってくる日で
した。国内全ての空港が閉鎖され、飛行機の運行は全面
ストップ。ホストファザーが無事帰宅するまでの数日間、
家の中は緊迫したムードに包まれていました。
この同時多発テロ事件の後、アメリカ国内では“God

Bless America.”“United, We stand.”などといった言
葉が叫ばれ、街中至るところに星条旗が掲げられました。
テレビやラジオでは、連日のようにこの事件が取り上げ
られ、“New War”という言葉まで使われるようになり
ました。
この事件をきっかけに、アメリカという国の様々な側

面を垣間見ることができました。テロ後放映されたテレ
ビCMの一つに、人々が“I’m an American.”というせ
りふを次々口にしていく印象的なCMがありました。こ
の国の人々は、自分が「アメリカ人」であるということ
に強い自信と誇りをもっているように思います。それが
愛国心へとつながり、いざという時に強い団結力を見せ
る、文字通りUnitedの国だと思います。様々な国の移
民が集まって構成されている多民族国家だからこそ、か
えって一丸となり、強大なパワーを発つ。ひるがえって、
われわれ日本人はどうでしょう。自分のナショナリ
ティーにどれだけ自信と誇りを持っているでしょうか。
一つにまとまっているようで、実はバラバラなのではな
いでしょうか。アメリカで過ごしたこの一年は、日本と
いう国について考えるいい機会でもありました。
最後になりますが、私にとってこの海外研修は大きな

Challengeであり、自分を再発見するためのVoyageでし
た。このような好機を与えて下さった皆様、お世話して
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ら始まり、提示資料の作成、発音練習など準備は尽きな
かった。私の場合、日本語でも人前で話すのに不慣れ
だったため、緊張してしまいせっかく準備したことを十
分に伝えられないこともあった。また発音上の問題で、
内容を聞き取ってもらえないこともしばしばだった。そ
のため聞き手からの評価はいつも厳しかった。（基本的
にプレゼンテーションの後、インストラクターとクラス
メイトから評価表を受け取る。）終了後はプレゼンテー
ションが終わってスッキリしたと言うより、劣等感を感
じることの方が多かった。しかし、こういった経験を何
度もすることで、人前で論理的にものごとを伝えていく
という過程には慣れたと思う。これは単に英語習得とい
う以上に、貴重な経験をしたと思っている。
具体的には、ビジネスのクラスで、企業家を紹介する

プレゼンテーションがあった。私は世界を代表する企業
「Sony」の創設者である盛田昭夫氏を紹介した。発音
の練習を十分出来なかったので、ところどころで止まっ
てしまった。しかし概ねのことは理解してもらったよう
だった。終了後、珍しくあるクラスメイトから興味深い
プレゼンテーションだったとコメントをもらった。彼女
はソニーの名前は知っていても、日本の企業であること
は知らなかったらしい。そして特に、ソニーがいかにし
てアメリカでの販売経路を切り開いたのかという点に興
味を示していた。ソニー製品はアメリカでとにかく人気
がある。数年前にはコカコーラやフォードといったアメ
リカを代表する企業を押さえて、アメリカ消費者にもっ
とも知られている企業として選ばれている。また雑誌タ
イムは、２０世紀で世界にもっとも影響を与えた企業家２０
人の一人として、アジア圏から唯一盛田氏を選んだ。こ
のような課題を通じて、様々な国の人々と情報ができた
ことはとても有意義なことだった。
１０週間のプログラムが終了すると、毎回卒業式が行わ
れる。各クラスの代表が簡単なスピーチを全生徒、イン
ストラクターの前で行う。最終学期に私はこのスピー
カーになった。プレゼンテーションとは違うので、とて
も短いし、くだけた内容で話を進めることが出来るが、
それでも２００人くらいの人の前で話すのは恐怖だった。
緊張からか、その朝ビールを少し飲んでしまい、実はあ
る程度気持ち良かった。幸いみな楽しんでくれたらしく、
スピーチのあいまに何度も笑い声が聞こえた。終了後、
とても面白かったとインストラクターや友達からの声を
もらい、正直うれしかった。この日は私の帰国前日で
あった。つまらないことかも知れないが、この小さなス
ピーチがある程度思うようにいったことで、自分の中で
わだかまっていたものがほんの少しだけ晴れた気がした。
これは私の滞在期間中、うまくいった最初で最後のス
ピーチとなった。

４．ホームステイとアパートでの暮らし

最初の半年はホームステイを体験した。一緒に暮らし
たのはごく一般的な白人系アメリカ人家族だった。家族
構成は父親、母親そして娘さんだった。また私の他にブ

ラジルから来た学生が同居していた。父親は保険会社に
勤務し、週に一度は聖書の勉強会に通うとても穏和な人
だった。母親は専業主婦で、私のつたない英語を根気強
く聞いてくれた。娘さんは日本で言えば中学生で、この
年齢の特徴としていつも電話をしており、家族との会話
はあまり多くなかった。
アメリカでホームステイという制度はかなり一般的で、

多くの家族が海外からの学生を積極的に受け入れている。
住んでみての感想は、もちろんホストファミリーによる
し、生徒自身の性格にもよる。寮やホテルではないので
二つとして同じ印象はないと思う。ホストファミリーも
全くのビジネス感覚で生徒を受け入れる場合、生徒との
交流を重視し、家族ぐるみで付き合っている場合など接
し方も様々である。私のホームステイ先はその中間くら
いに位置している印象だった。もう５年以上も継続的に
生徒を受入れているので、生徒の扱いにも慣れており、
必要に応じてお世話をするという感じで、いい意味でも
悪い意味でも、生徒を特別扱いするということはなかっ
た。私の質問などにも、疲れているときはハッキリと
「明日にしてほしい」と言うし、次の日になれば気さく
に対応してくれた。また母親は生徒たちの率直なアメリ
カ観を聞くのが好

ば気まなあ™ば気炭なく ー ンは話すこと角で禌た。
々ｒ思っていりぎ分からしい」という感覚は、ぎ う‶
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約８年前にカナダに移民し、カナダ人となった。現在は
UCSDで天文学の研究者として勤務している。もちろん
英語には全く問題なく、私にとって幸運だった。彼は日
本にとても興味があり、日本語を勉強していた。そんな
関係もあって一緒に住む前は、よく二人で勉強会を設け
ていた。時間を決めて日本語と英語を教え合うのである。
一緒に住んでからは学校のお互いの課題などを助け合っ
た。それでも、二人とも英語または日本語を思うように
操れなかったし、映画やドラマがスッキリと理解できず、
焦ったりした。ある日、「１ドルを賭けて、３ヶ月後に
どちらが先に語学を完全にものにできているか競争しよ
う。」と自分たちにプレッシャーを与えたが、金額が低
すぎたのかいつの間にか賭け自体を忘れてしまった。う
まくいったこと、いかなかったことを含めて、異国の地
で生活文化の違う人と友達になり、半年を一緒に過ごし
たことは、貴重な体験だった。

５．ボランティア活動、シリコンバレー訪問

秋学期の間、大学の近くにあるScrippsという病院で
ボランティア活動を行った。UCSDの学生達で組織され
ている「ボランティア・オフィス」を通じて紹介しても
らった。自分が大学生の時、ほとんど興味がなかったの
で日本の大学での詳しい事情は知らないが、ここでは大
学が受け持つ様々なボランティアプログラムが存在して
おり、各プログラムを数名の学生が担当し、応募者を
募っている。その他にはサンディエゴ市内のボランティ
ア団体からのパンフレットをファイルし、誰でも見られ
るようにしてある。興味があったら直接団体とコンタク
トをとる仕組みになっている。こういった充実したシス
テムを見て、アメリカにおけるボランティア精神の成熟
度を感じた。私は大学が受け持つプログラムをとること
にした。当初、子供と接するのが好きなので、子供たち
と遊べる機会のあるボランティアを希望した。しかしメ
インの目的は、学校の授業についていけない子供たちに
勉強（特に数学、理科）の補助を行う内容だった。私に
は少し無理だと思い、病院の方で活動することにした。
紹介してもらったところは病院というより老人ホームに
近かった。患者さん全員が車イスを利用しており、半数
以上の方は痴呆症に近い状態だった。また圧倒的に女性
が多かった。私の役割は日ごとに行われる様々な活動
（私の担当の曜日は、オルガン演奏者が訪問し、皆で演
奏を聞き、歌を歌う日）の場所にご老人を連れて行って
参加してもらうことと、朝食後の自由時間にいっしょに
パズル、ブロックをしたり、話をしたりすることだった。
自分があまりアメリカ社会に溶け込んでいる気がしな

かったので、アメリカで盛んなボランティア活動を経験
してみたいと思ったのが第一の動機だったが、正直なと
ころ、少しでも英会話の練習になればとも思っていた。
しかしたいていの人は車イスの上で半分寝ているような
感じで、ほとんど会話にはならなかった。名前を言って
も通じないし、名前を聞いても反応が余りなかった。
（私の発音にも問題があったと思う。）何か私に要求し

ているのだが、唸っているような感じで何を言っている
のかさっぱり理解できなかった。初日は大変戸惑った。
やっていけるか不安だった。しかし回を重ねるごとに、
ボランティアの目的は、援助を必要としている人に同等
の立場で接して、お互いが影響し合うことなのだという
単純なことに気がついてきた。その後は患者さんと接す
る時は何でもよいから話して、通じなかったらただ笑顔
でいた。ほとんど通じないので、ずっと笑っている状態
だった。
ボランティア中にふと客観的に「この方々は若いとき

どんな生活を送っていたのだろう？人の一生はこのよう
な形で終わって行くのか？年を重ねるごとに体の自由が
利かなくなっていくのは、正直怖いな。」などと、いろ
いろ考えてしまうこともあった。しかし、ここで活動さ
せてもらったことは、いろいろな意味で良い経験になっ
たし、笑っていることで、自然と自分の気持ちも明るく
なった。大きな手助けはできなかったが、ボランティア
精神の一部を学んだ気がする。そしてなにより、この病
院にいた患者さんは私のことを覚えていないと思うが、
私にとってはとても魅力的な方々だった。うまく表現で
きないが、みんな“可愛い”人たちだった。（実は帰国
の前夜、こっそりこの病院を訪れて懐かしい面々を拝見
したが、やはり私のことは覚えていなかった。でも本当
に微笑ましい人たちだった。）
語学学校は各学期の合間に休暇がある。秋学期終了後
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思った。そして外に向かって積極的に発信する力強さが
必要になると感じた。この訪問では医科研新井所長をは
じめ多くの方々に大変お世話になった。そして貴重なお
話を聞かせていただいた。この場をかりてお礼を申し上
げたい。

６．終わりに

当初この１年間を、ある程度長い、まとまった期間だ
と思っていた。しかし、実際は本当にあっという間で、
驚くほどの早さで過ぎて行ったというのが正直な印象で
ある。それでも今思えばいろいろなことがあった。その
中でも９．１１の米国多発テロは世界に大きな衝撃を与え
た。私も朝起きて目の当たりにしたあの光景を今でも忘
れられない。そのときのホストマザーの涙も心を深く
打ったし、テロ後訪れたシアトルで、犠牲者のための哀
悼集会に偶然参加した時には、アメリカ人の愛国精神を
体で感じた。
冒頭でも述べたとおり、自分がこの研修でどの程度の

結果を残すことができたのか、と自分自身への問いかけ
もある。仮に英語がネイティブスピーカーのように“ペ
ラペラ”になったのであれば、それは大きな財産である。
私の場合残念ながらそこまでには至らなかった。しかし
異国の地での生活を通じて大学職員として又は一個人と
してどのくらい成長できたのかも同













平成１４年度外国人学生数―国費外国人留学生数７９２人、私費外国人留学生数１，２３２人、
外国政府派遣留学生数２６人、在日外国人学生数１０２人―
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東京大学外国人留学生後援会平成１３年度事業
報告・収支決算及び平成１４年度事業計画・収
支予算について

東京大学外国人留学生後援会の平成１３年度事業報告・
収支決算及び平成１４年度事業計画・収支予算（５月２８日
第８回役員会承認）は、次のとおりです。

別 紙 １
別 紙 ２
別 紙 ３
別 紙 ４

本年度も、２０名の奨学生（４月採用分、１０月には新た
に１０名を採用予定）に対して奨学金を支給するほか一時
金の貸与なども実施するとともに、平成１１年度より例年
実施している好評の留学生スキ－ツア－等の各種企画な
ど、本格的な活動を行うこととしています。
なお、賛助会員として本学卒業生、特別会員として東

京大学消費生活共同組合等の皆様にも御入会いただいて
おります。今後も奨学生数の増員など本後援会の事業に
対しては多大な期待が寄せられておりますので、まだ御
入会いただいていない教職員の方々におかれては御参加
を検討下さるようお願い申し上げます。

問い合わせ先 東京大学外国人留学生後援会事務局（留
学生課留学生第二掛内）
（�０３－５８４１－２３７２）

（東京大学外国人留学生後援会）

（別紙１）

平成１３年度事業報告

１．奨学生の募集・採用

�１ 平成１３年度第１回奨学生（５期生）１０名（５万円×
１２カ月×１０名）、第２回奨学生（６期生）２０名（５万
円×６カ月×２０名）を採用し、奨学金を支給した。

�２ 霞ヶ関ライオンズクラブからの寄付を基金とし、同
クラブの名称を付した「霞ヶ関ライオンズクラブ奨学
生」２名（６０万円×２名）を採用し、奨学金を支給し
た。

�３ 吉田育英会からの寄付を基金とし、同育英会の名称
を付した「吉田育英会奨学生」４名（２５万円×４名）
を採用し、奨学金を支給した。

２．一時金の貸与（１万円以上２０万円以内、特別な事情

がある場合は２０万円以上も可。原則として貸与を受け

た翌月から１年以内に返済）

�１ 入学料免除申請の結果、免除不許可となったために
一時金貸与申請があった留学生２名に対し、３５万円を
貸与した（平成１３



（別紙２）
東京大学外国人留学生後援会

平成１３年度収支決算書

○収入の部 （単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差引増減 備 考

会 費 １８，７９４，５２０ １５，８６１，４６０ △２，９３３，０６０ 本学会員会費：１４，０７３，９６０円、
賛助・特別会員会費：１，７８７，５００円

寄 付 金 ２，５００，０００ ７００，０００ △１，８００，０００ 東京大学消費生活協同組合、大園名誉教授

預 金 利 息 １０，０００ ７，８００ △ ２，２００

一 時 金 返 済 ２，５６０，０００ １，１５０，０００ △１，４１０，０００ 入学料、授業料免除不許可のため、その納入の
ために貸与した一時金の返済

奨 学 金 返 戻 金 ０ ３００，０００ ３００，０００ 他の奨学金取得のため、奨学生辞退（２名×５
万円×３か月）

当期収入合計（Ａ） ２３，８６４，５２０ １８，０１９，２６０ △５，８４５，２６０

前 期 繰 越 収 入 ３５，７３１，６２２ ３５，７３１，６２２ ０

合 計（Ｂ） ５９，５９６，１４２ ５３，７５０，８８２ △５，８４５，２６０

○支出の部（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差引増減 備 考

奨 学 金 １４，２００，０００ １４，５００，０００ ３００，０００

１０名×５万円×１２か月（５期生）
２０名×５万円×６か月（６期生）
２名×６０万円（霞ヶ関ライオンズクラブ）
４名×２５万円（吉田育英会）
２名×１５万円分は、支給後、辞退（収入の部奨
学金払戻金欄で払戻額計上）

見 舞 金 １，０００，０００ ０ １，０００，０００ １か月以上の入院のため多額の費用がかかった留学生等への給付

一 時 金 ３，０００，０００ １，３２０，０００ △１，６８０，０００ 入学料、授業料等納入のため貸与

ボランティア活動支援金 ８００，０００ ３００，０００ △ ５００，０００ スキ－ツア－支援等

印 刷 費 ２００，０００ １９９，９２０ △ ８０ パンフレット作成費

事 務 経 費 １５０，０００ ８３，４００ △ ６６，６００ 賛助会員等への通信費等

銀行等振込手数料 ４０，０００ ２６，４１０ △ １３，５９０ 各種経費、賛助会員会費納入等振込手数料

予 備 費 １００，０００ ０ △ １００，０００

当期支出合計（Ｃ） １９，７【０



（別紙３）

平成１４年度事業計画

１．奨学生の募集・採用

平成１４年度第１回奨学生（７期生）２０名、第２回奨学
生（８期生）１０名の奨学生を募集・選考し、奨学金を支
給する（１，２００万円：６０万円×２０名、３００万円：３０万円×
１０名、計１，５００万円）。



（別紙４）
東京大学外国人留学生後援会

平成１４年度収支予算書

○収入の部 （単位：千円）

科 目 予 算 額 前年度予算額 差引増減 備 考

会 費 １５，８６１ １８，７９５ △ ２，９３４ 会員（教職員）１，０５４名、賛助（卒業生）・特別
会員２８８名（H１４．５現在）

寄 付 金 １，９００ ２，５００ △ ６００ 東京大学消費生活共同組合

預 金 利 息 １０ １０ ０

一 時 金 返 済 １，７１０ ２，５６０ △ ８５０ 入学料、授業料納入のため貸与した一時金の返
済

当期収入合計（Ａ） １９，４８１ ２３，８６５ △ ４，３８４ 民間等奨学金採用のため、本会奨学金辞退に伴
う奨学金の返戻

前年度よりの繰越 ３７，３２１ ３５，７３１ １，５９０

収 入 合 計（Ｂ） ５６，８０２ ５９，５９６ △ ２，者

科 目 予 算 額 前年度予算額 差引増減 備 考

会 費金 ∵ ８６２ ５．５６１３２５



� キャンパスニュース �

五月祭開催される

第７５回五月祭は、５月２４日（金）午後の学内公開、２５
日（土）、２６日（日）の一般公開と３日間にわたり本郷
キャンパスで開催された。講演会、研究発表、シンポジ
ウムの他、趣向を凝らした各種パフォーマンスの披露や
模擬店等３１８件の企画が催された。
幸い２５日（土）、２６日（日）の一般公開日は好天に恵

まれ、両日合わせて約５６，０００名の来場者が訪れた。開催
期間中は日頃とは違う光景がキャンパスの各所で繰り広
げられ、終日賑わいをみせながら無事終了することがで
きた。

（学生部）

� 部局ニュース �

医学部附属病院がワールドカップ開催に合わ
せてテロ対策シミュレーションを実施

医学部附属病院（加藤進昌病院長）は、５月３１日午後
１時からテロ対策シミュレーションを救急車専用駐車場
で実施した。
時はおりしも、ＦＩＦＡワールドカップＫＯＲＩＡ／

ＪＡＰＡＮ開会式当日にあたることから、「緊急事態の
中にあっては、医療、看護、事務が協調し、かつ迅速な
対応が求められる。今日のシミュレーションは、作業を
行なう医療チーム６名が、すべて防護服を利用して臨む
ことに重要な意義があり、これを基礎として、看護、事
務とともにテロ等の緊急事態にも万全の体制を整えた
い。」と矢作救急部長の檄が飛ぶなど、緊張した雰囲気
の中で実施された。
シミュレーションは、都内某所でサリンによるテロ災

害発生、感染患者が東大病院に運ばれるという想定のも
と、医師、看護師、事務官、防災センター職員等約５０名
が参加し、除染システムの立ち上げ、防護服の着衣訓練、
模擬患者への除染作業、除染後の搬送訓練を行なった。
また、実際の除染システム訓練を行なうことから、東

京消防庁本郷消防署の消防指揮隊も参加するなど関心の

▲五月祭の風景

模擬患者への除染作業

訓練の様子

２００２．６．２６ №１２４２
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高さを感じさせた。
訓練は、約２時間にわたって実施され、「今後も定期

的に訓練を行い、病院職員として一体となり、昼夜違わ
ず、患者さん受け入れに万全を尽くしたい。」との斎藤
事務部長の挨拶で締めくくった。

（医学部附属病院）

未来の科学者サテライトスクール２００２春
サイエンスアカデミア物性研究所コース、宇
宙線研究所コース開催される

柏キャンパスと地元千葉県との地域連携を象徴する上
記の科学教室として、物性研究所コースが３月２５、２６日
及び宇宙線研究所コースが２８、２９日にそれぞれの研究所
で開催された。
未来の科学者サテライトスクールは、青少年の科学へ

の興味・関心や創造的能力を養うための環境作りの一環
として千葉県によって実施されているものである。
サイエンスアカデミア物性研究所コースでは、高校生

２４名を受講生とし、同研究所八木健彦教授による「物性
科学に関する講義、実験等」が、また宇宙線研究所コー
スでは、高校生１２名を受講生として、同研究所黒田和明
教授による「物理学、特に重力の物理に関する講義、実
験」が実施された。
以下に、各コースにおける講師からの報告と受講生か

らの感想文（抜粋）を掲載します。

サイエンスアカデミア物性研究所コース報告く し † 愍





� 掲示板 �

AGS研究助成企画案の募集

東京大学、マサチューセッツ工科大学（MIT）、スイ
ス連邦工科大学、チャルマース（Chalmers）工科大学
（スウェーデン）の４大学で進めているAGS（Alliance for
Global Sustainability：人間地球圏の存続を求める大学
間国際学術協力）では、新たな研究助成企画を募集して
おります。ご希望の方は、来る８月１２日までに提案の意
思を示し、１０月１８日までに提案書をご提出お願いいたし
ます。また、新企画の研究提案方式である、１１月１８－１９
日にMITで開催予定のAGS







（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

「昨今の東大らしさ ― 雑感」

以前何かで読んだことがあるが、
最近の東大生に対するガールフレ
ンドからの最高の賛辞は、「あな
たは“東大生”らしくないわね。」
だそうである。おそらく、この賛
辞は、その人物が「怜悧過ぎない」、
「やさしい」などということを表
しているのであろう。要するに、
彼が「物わかりがよく、気が利い
た」人物であるということ意味している。
それでは、逆に、ここでステレオタイプ化さ
れている“東大生”らしい東大生が現在もいる
のかというと、はなはだ不安である。絶滅危惧
種に指定されてもいいのではないかと思うほど
急激に希少になっている気がする。最近、学生
同士が議論しているところを見かけることが少
なくなった。互いに衝突を回避し、物わかりよ
く、当たり障り無く人とつきあうということで
あろうが、それでいいのだろうか？
本年、３月１３日付の学内広報の本コラムに中
兼先生が書かれていたことは、小生も日頃強く
感じているところである。大学のアウトプット
として、もちろん研究成果は重要であるが、社
会が期待している最も重要なアウトプットは優
秀な人材の輩出である。子供の時から大学に入
るところに人生の目標をセットされ、入学した

ときには既に物わかりがよい人間になっている
のでは、何とも情けない。長い人生に対する目
標を持ち、それに向かって切磋琢磨して欲しい
と念ずる。気分や気質は伝染する。大学の定員

が増え、大衆化が進むに従って、
“東大生”らしい東大生は急激に
減りつつある。絶滅だけは回避し
たい。
一方、我々の本業である研究は
どうであろうか？昨今は、大型の
研究プロジェクトばやりで、東大
でも多く稼働し始めている。その
おかげで、それなりの研究費が使

えるような状況にもなりつつある。しかし、こ
こに危ない罠が待っている。研究費を持つと、
他所で既に話題になり始めたテーマを自分のと
ころでも始めることができるようになるのであ
る。海外の進んだ文化を吸収し、日本国内に配
信するという機能を担って発足した東大である
ので、百年以上経ってもそのDNAが疼き、つ
いついその研究費と頭脳を費やして、１．５番煎
じぐらい（二番煎じより少しは気が利いている
でｓょ般て（葱藤ゐ≒り侅 ろｙ

い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№１２４２ ２００２年６月２６日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒１１３―８６５４東京都文京区本郷７丁目３番１号

東京大学総務課広報室 �（３８１１）３３９３
e―mail kouhou@ml.adm.u―tokyo.ac.jp
ホームページ http:／／www.u―tokyo.ac.jp／index―j.html

〔訂正〕
「学内広報」№１２４１（２００２．６．１２）５頁において一部誤りがありましたので、訂正してお詫びいたします。

（誤）澤最牧場長 → （正）澤�牧場長

№１２４２ ２００２．６．２６
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